
■1■ 広報おびひろ 平成23年2月号

データで知る帯広データで知る帯広データで知る帯広

12月末の人口と世帯数

人口　 168,762人
　　　　　    　    （前月比＋11人）
男　　 80,965人
女　　 87,797人
世帯　 81,472世帯
　　　　　      （前月比＋17世帯）

12月の火災発生件数

5件（前月比＋1件）

12月の家庭ごみ排出量

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,081t
（前月比－302t）

582t
（前月比＋30t）
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主な内容

町内会活動と役員の仕事
………………………… 2

■

人に優しい運転をしまし
ょう…………………… 3

■

「災害時要援護者」登録の
受け付け ……………… 4

■

定住自立圏構想「中心市
宣言」………………… 5

■

市長コラム「夢かなうま
ち　おびひろ」……… 5

町内会の広報委員・広報配布担当の皆さまへ　広報紙は市から町内会広報委員のお宅へ毎月20日（土曜・日曜・祝日の場合は前の平日）から4日以内にお届けしています。
遅くても月末までに各戸へ配布くださいますようお願いします。また、広報紙の部数やお届け先の変更は随時連絡ください。　問広報広聴課（市庁舎3階、☎65・4109）

地
方
分
権
が
進
む
中
で
地
域
自
ら
が

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
、
平
成
19
年
４
月
に
施
行
し
た

条
例
で
す
。

市
民
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
担
い
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
市

民
参
加
と
協
働
、
情
報
の
共
有
、
市
の

仕
事
の
進
め
方
な
ど
の
基
本
的
な
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。（
図
１
）

子どもの見守り活動

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と
は

■■ 　　　　 ■■

子育てボランティア（絵本との出会い事業）

地区懇談会

総合計画策定「高校生ワークショップ」

清掃ボランティア（クリーン・キャンパス21）

　まちづくりの主役は、市民の皆さん一人ひとりです。市では、市民と市
が協働でまちづくりを進めるための基本ルールを定めた「まちづくり基本
条例」に基づき、市民の皆さんの参加をいただきながらまちづくりを進め
ています。
　▷詳細　企画課（市庁舎５階、電話65・4105）

◆
市
民
と
市
が
力
を
合
わ
せ
て
行
う

「
参
加
・
協
働
」
の
取
り
組
み

市
で
は
、
計
画
の
策
定
や
公
共
施
設

の
整
備
な
ど
を
行
う
際
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

や
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
で
討
論
や
作
業

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
く

取
り
組
み

平
成
22
年
５
月
に
市
民
３
千
人
を
対

市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

前　文

第２章　第４～6条

市民の権利・責務、市長の責務など
権利と責務

第１章　第１～３条

目的、定義、位置づけ
総　則

第７章　第24条
条例の見直し

第３章　第７～11条

参加機会の充実
コミュニティ活動
パブリックコメント制度

など

参加・協働
第４章　第12～14条

情報提供
情報公開
説明責任

情報共有

第５章　第15～22条

総合計画
財政運営
行政評価など

行政運営
第６章　第23条

国・道・
他自治体
との関係

市
（ 行　政 ）市 議 会

市　民
（個人・団体・企業）

参加・協働
情報の共有
参加・協働
情報の共有

協働のまちづくり

「豊かな地域社会」の実現

図１　まちづくり基本条例の構成

を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し

て
、
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、町
内
会
を
は
じ
め
市
民
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
の
環
境
美
化
や
防
災
・
防

犯
、
子
育
て
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
と
市
を
つ
な
ぐ
「
情
報
共
有
」

の
取
り
組
み

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
市
民
と
市
が
考
え
方
や
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。市
で
は
、

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
長
が
直
接
、
皆
さ
ん
に
政

策
や
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
意
見
交
換

を
行
う
「
地
区
懇
談
会
」
や
、
市
職
員

が
事
業
な
ど
を
説
明
す
る
「
ふ
れ
あ
い

市
政
講
座
」な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
収
率

45
％
）
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の

参
加
や
意
見
提
出
が
重
要
と
考
え
て
い

る
人
は
86
％
で
し
た
が
、
実
際
に
活
動

に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
人
は
17
％
で

し
た
。（
図
２
）

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
に
は
、

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
や
情
報
を
提

供
す
る
機
会
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
人
が
多
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

条
例
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

適
切
に
進
め
る
た
め
に
、
各
条
項
を
定

期
的
に
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直

し
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

条
例
施
行
後
5
年
目
と
な
る
平
成
23

年
度
に
、
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
条
例
の
内
容
や
取
り
組
み
状
況
な

ど
に
つ
い
て
点
検
作
業
を
行
い
ま
す
。

条
例
の
点
検
作
業
を
行
い
ま
す

ある
17％

重要・やや重要
86％

ある
17％

重要・やや重要
86％

まちづくりへの参加経験の有無

まちづくりへの参加の重要性

図2　市民アンケート結果から

まちづくり基本条例


